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相模ピーシーアイの皆様、本当に有難うございました。

企業様から学生さんへ
『今回の企業見学を参考に自分のやりたい仕事、働きたい企業を見つけて下さい。』

　です。是非参加者へ伝えたいと思います。

　７月２９日(火)は梅雨明け後間もない真夏日と呼ぶに相応し
い暑い熱い１日になりました。３校の高校・大学の学生、今
回スケジュールの都合がどうしても合わず学生が参加出来な
かったことから専門学校を代表して理事長が参加。その他、
相模原市の職員とスタッフの総勢２６名で、未来の為の市内
企業見学バスツアーに出発しました。
　朝８時半にＪＲ相模原駅に集合し、相模原市内優良企業５
社を見学し、夕方４時半に相模原駅に戻ってくる、かなり
ハードで濃い１日です。
それぞれ業種も業態も違った工場・作業場を見学し、参加者たちはものづくりの魅力に触れ
ることができました。

　最初の工場見学にお伺いしたのが、相模ピーシーアイ株式会社様です。
　プリント基盤への穴空け加工・外形ルーター加工やラッピイングポリッシングキャリアの
製造を得意とする会社です。目にできるプリント基盤といえば、コンデンサや抵抗等が組み
込まれたものなので、穴の空いたものを見るのは初めての方も多かったのではないでしょう
か。キャリアと言われてもピンと来ないと思いましたが、PC等のハードディスクの研摩には
必要不可欠なものと言うのが良く分かったと思います。世界の経済を支えていると思うと、
ワクワクします。

　鷹野工場長からは、会社の歴史や仕事の内容の説明を頂きました。工場長の話に熱がどん
どん入っていきました。工場見学の時間を気にする野澤課長の制止も振り切る熱弁でした。
学生からも、
・非常に工場長の話が面白かったとのコメントを多数頂きました。
・家庭用ゲーム機PS2の基盤をほぼ請負っていたのには、驚きのようでした。又、HDDが今
後どのように推移していくかにも興味を持った学生もいたようです。
工場見学は２班に分かれて、説明会場の下のフロアへ。作業現場は撮影禁止です。なかなか
目にすることが出来ない高度な技術が詰まっているので、社外には持ち出せません。秘密を
知ったみたいで、少しドキドキします。

機械が凄かった！
工場を見学した参加者からは、
・基盤に穴を空ける機械が、正確にリズムを刻んで動いているのが凄かった。
・デジタル化が進む中、必要な技術だと思った。
・独自技術を高める改善が素晴らしい
　との声が寄せられました。機械技術の素晴らしさとそれを追い続ける弛まぬ企業努力に興
味を持たれた方が多かった様です。
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